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－　立体写真の撮り方教室　－
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立体写真は、自分でも撮れます。この教室では

●ご家庭にある普通のカメラで、身の回りのものをステレオ写真に撮る方法をご説明します。デジカメでもＯＫ。

●超簡単なステレオ写真の観察装置の作り方をご説明します。部品は、１００円ショップの鏡２枚。

高価な機材は一切不要。町の写真屋さんに現像してもらう普通の写真をステレオ写真に使います。また、ステレオ写真を見るのに、もう無理に寄り目にしたりしなくても大丈夫。

さあ、このワザを習って、普段見ている景色や記念写真もステレオで撮って眺めてみよう。

平成１７年４月２３日　　日本原子力研究所　体験学習　施設見学

原理　立体的に見える！　ということは？

人間の２つの目は、少し離れているので、厳密には左右の目の見え方が少し違います。この違いが頭の中で立体感を生みます。多くの動物は左右の目で一度に広い範囲が見えるようになっていますが、人を含む猿の仲間は、両方の目が同じ方向を向いていて、広く見わたすよりも立体視がよりうまくできるようになっています。木の上で、隣の枝に飛び移ったりするには、この方が便利ですね。

撮影　ステレオ写真の撮り方

両目の間隔分くらいカメラをずらして２回に分けて撮る。基本的にはこれだけです。この方法だと動くものは撮れませんが、これでも静物、建物、風景など、かなりのものが撮れます。撮られる人に動かないでいてもらえば、なんとか人間を撮ることもできます。ストロボは使ってはダメです。
応用としては、遠くのものを撮るときには、１回目と２回目の撮影位置を大きく離すと、ふだんの肉眼では見れないような立体写真が撮れます。この場合、写った対象物があまりに小さいとうまく見えないので、ある程度の望遠レンズで撮った方がうまく行きます。お城、お寺などの建物はこうやって撮るとおもしろそうです。また、今回用意したサンプルのように、飛んでいる飛行機から雲と地上を撮ると、雲が浮かんでいるようすが立体的に見えたりします。２回撮る撮影場所をどれくらい離せば良いかのめやすとしては、「右目」と「左目」が対象物を見込む角度が５度くらいになるようにすれば良いようですが、これはあくまでも目安で、多少ずれても何とかなります。


観察　超簡単ステレオ写真観察装置の作り方

なるべく「額縁」の細い小さな鏡を２枚用意して、鏡の面を上側にして、机の上などに山形に固定します。鏡は１００円ショップで売っている携帯用の小さな鏡がぴったりです。山形の頂上の角度は直角に。この角度がきつすぎると、うまく見えないことが多いようです。２枚のステレオ写真を机の上に立てて、山形の上から鏡に映った像を眺めます。観察装置も基本的にはこれだけです。写真を左右間違えると、変に見えますから、うまく見えないときは写真を入れ替えてみてください。

うまく見るコツとしては、

・片目ずつ写真の見え方を確認して、左右の目で見える像が近づくように、写真を動かします。

・写真を立てて眺めるので、写真がそっていたりするとちゃんと見えません。平らな厚紙の台紙にクリップなどで留めて眺めると良いでしょう

・眺める時の照明の加減で２枚のステレオ写真の明るさが違うと観察が難しくなるので、照明に気を付けてください。

レンズだけを使ったステレオめがねや、装置をつかわず寄り目にして眺める方法では、かなり小さいステレオ写真しか眺めることができません。この超簡単ステレオ写真観察装置では、街の写真屋さんで作ってもらう普通の写真をステレオ写真に使うことができます。一方、鏡の反射を１回しか使っていないので、眺める像は左右が逆になってしまいます。また、普通のステレオ写真としては右目用のものを左目で見ることになります。デジカメの像の場合は、コンピュータで像の左右を反転してから印刷すれば、眺めるときには正しい像が見えます。本格的なステレオ観察装置は、左右各々鏡を２回使うので像が逆には見えませんが、実際に作ってみると光軸の調整にかなりの精度が必要で、あまり一般向きではありません。

ステレオ写真と原研の研究！？

今回、この教室で説明をしております研究員（沢井）は、原子炉等で使っているうちに金属材料が傷むようすを調べる仕事をしています。調べるときには、金属を薄膜にして電子顕微鏡で透かして中にできた欠陥などを数えるのですが、ある材料では、観察される欠陥の数が他の実験のデータと合わないことがありました。そこで、ステレオ電子顕微鏡写真を撮って調べてみたところ、薄膜の厚さ（奥行き）が予想よりはるかに薄いことがわかり、この補正を行うと電子顕微鏡の観察結果は、他の実験のデータとよく合うことがわかりました。電子顕微鏡はすごい倍率の写真が撮れますが（１５０万倍）、やはり奥行きのある現実の世界を平面に直して観察しているので、平面の写真が現実と違うことを痛感させられた例です。今回ご紹介している観察装置は、当時この研究を行っていたアメリカの研究所でサワイ・スコープと呼ばれて評判になったものです。
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